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(57)【要約】
【課題】所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送
ビデオデータを切り替えて送信する場合、受信側におい
て伝送ビデオデータから表示用ビデオデータを得る処理
を適切に行い得るようにする。
【解決手段】所定の光電変換特性を持たせた複数種類の
伝送ビデオデータを切り替えて得られる伝送ビデオデー
タをエンコードしてビデオストリームを得る。このビデ
オストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信
する。ビデオストリームに、このビデオストリームが持
つ伝送ビデオデータの種類を示す識別情報を挿入する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータを切り替えて得られる伝送
ビデオデータをエンコードしてビデオストリームを得るエンコード部と、
　上記ビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信する送信部と、
　上記ビデオストリームに、該ビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識
別情報を挿入する識別情報挿入部を備える
　送信装置。
【請求項２】
　上記識別情報は、上記伝送ビデオデータが持つ光電変換特性または該特性に対応した電
光変換特性を示す変換特性情報を含む
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項３】
　上記識別情報挿入部は、
　上記変換特性情報を、ＳＰＳ　ＮＡＬユニットの領域および/またはＳＥＩ　ＮＡＬユ
ニットの領域に挿入する
　請求項２に記載の送信装置。
【請求項４】
　第１の種類の伝送ビデオデータに対応した第１のビデオストリームから第２の種類の伝
送ビデオデータに対応した第２のビデオストリームに切り替わるとき、上記第１のビデオ
ストリームの最後にＥＯＳ　ＮＡＬユニットを挿入するＮＡＬユニット挿入部をさらに備
える
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項５】
　第１の種類の伝送ビデオデータから第２の種類の伝送ビデオデータに切り替わるとき、
上記ビデオストリームに、表示切り替えのための情報を挿入する表示切り替え情報挿入部
をさらに備える
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項６】
　上記表示切り替えのための情報は、受信機における表示切り替え推奨期間を示す情報で
ある
　請求項５に記載の送信装置。
【請求項７】
　上記表示切り替えのための情報は、表示切り替え期間中の受信機表示のための符号化ビ
デオデータである
　請求項５に記載の送信装置。
【請求項８】
　上記識別情報挿入部は、
　上記コンテナに、該コンテナに含まれるビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種
類を示す識別情報を、該伝送ビデオデータの種類の切り替えタイミングより所定の時間量
以上だけ前のタイミングから切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入する
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項９】
　所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータを切り替えて得られる伝送
ビデオデータをエンコードしてビデオストリームを得るエンコードステップと、
　送信部により、上記ビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信する送
信ステップと、
　上記ビデオストリームに、該ビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識
別情報を挿入する識別情報挿入ステップを有する
　送信方法。
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【請求項１０】
　ビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを受信する受信部を備え、
　上記ビデオストリームは、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータ
を切り替えて得られる伝送ビデオデータをエンコードして得られたものであり、
　上記ビデオストリームに、該ビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識
別情報が挿入されており、
　上記ビデオストリームをデコードして伝送ビデオデータを得るデコード部と、
　上記識別情報に基づいて、上記伝送ビデオデータを処理して表示用ビデオデータを得る
ビデオ処理部をさらに備える
　受信装置。
【請求項１１】
　上記識別情報は、上記伝送ビデオデータが持つ光電変換特性または該特性に対応した電
光変換特性を示す変換特性情報を含み、
　上記ビデオ処理部は、
　上記伝送ビデオデータに、上記変換特性情報に基づいて電光変換を行う電光変換部を有
する
　請求項１０に記載の受信装置。
【請求項１２】
　上記ビデオ処理部は、
　挿げ替え画出力部を有し、
　第１の種類の伝送ビデオデータから第２の種類の伝送ビデオデータに切り替わってから
少なくとも上記電光変換部の電光変換特性の切り替えが終了するまでの期間は、上記電光
変換部の出力ビデオデータに代えて上記挿げ替え画出力部の出力ビデオデータを、上記表
示用ビデオデータとして出力する
　請求項１１に記載の受信装置。
【請求項１３】
　受信部により、ビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを受信する受信ス
テップを有し、
　上記ビデオストリームは、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータ
を切り替えて得られる伝送ビデオデータをエンコードして得られたものであり、
　上記ビデオストリームに、該ビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識
別情報が挿入されており、
　上記ビデオストリームをデコードして伝送ビデオデータを得るデコードステップと、
　上記識別情報に基づいて、上記伝送ビデオデータを処理して表示用ビデオデータを得る
ビデオ処理ステップをさらに有する
　受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、送信装置、送信方法、受信装置および受信方法に関し、詳しくは、所定の光
電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータを切り替えて送信する送信装置等に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ハイダイナミックレンジビデオデータにハイダイナミックレンジ光電変換を適用
して得られた伝送ビデオデータを送信することが考えられている。以下、ハイダイナミッ
クレンジを、適宜、「ＨＤＲ」と表記する。例えば、非特許文献１には、従来受信機によ
る受信を考慮した、従来の光電変換特性（ガンマ特性）との互換領域を含むＨＤＲ光電変
換特性（新ガンマ特性）についての記載がある。
【先行技術文献】
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【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】Tim Borer, “Non-Linear Opto-Electrical Transfer Functions for H
igh Dynamic Range Television”, Research & Development White Paper WHP 283, July
 2014
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本技術の目的は、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータを切り替
えて送信する場合、受信側において伝送ビデオデータから表示用ビデオデータを得る処理
を適切に行い得るようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本技術の概念は、
　所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータを切り替えて得られる伝送
ビデオデータをエンコードしてビデオストリームを得るエンコード部と、
　上記ビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信する送信部と、
　上記ビデオストリームに、該ビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識
別情報を挿入する識別情報挿入部を備える
　送信装置にある。
【０００６】
　本技術において、エンコード部により、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送
ビデオデータを切り替えて得られる伝送ビデオデータにエンコード処理が施されてビデオ
ストリームが得られる。送信部により、ビデオストリームを含む所定フォーマットのコン
テナが送信される。例えば、コンテナは、ＭＰＥＧ２トランスポートストリームあるいは
ＭＭＴストリームあるいはＩＳＯＢＭＦＦファイルである、ようにされてもよい。
【０００７】
　例えば、複数種類の伝送ビデオデータには、通常ダイナミックレンジビデオデータに通
常ダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行って通常ダイナミックレンジ光電
変換特性を持たせた第１の伝送ビデオデータと、ハイダイナミックレンジビデオデータに
ハイダイナミックレンジ光電変換特性による光電変換を行ってハイダイナミックレンジ光
電変換特性を持たせた第２の伝送ビデオデータが含まれる、ようにされてもよい。
【０００８】
　識別情報挿入部により、ビデオストリームに、このビデオストリームが持つ伝送ビデオ
データの種類を示す識別情報が挿入される。例えば、識別情報は、伝送ビデオデータが持
つ光電変換特性またはこの特性に対応した電光変換特性を示す変換特性情報を含む、よう
にされてもよい。この場合、例えば、識別情報挿入部は、ＳＰＳ　ＮＡＬユニットの領域
および/またはＳＥＩ　ＮＡＬユニットの領域に挿入する、ようにされてもよい。
【０００９】
　このように本技術においては、ビデオストリームに、このビデオストリームが持つ伝送
ビデオデータの種類を示す識別情報を挿入するものである。そのため、受信側において、
伝送ビデオデータの種類の認識が容易に可能となり、伝送ビデオデータの種類の切り替え
があっても伝送ビデオデータから表示用ビデオデータを得るためのビデオ処理、例えば電
光変換などを適切に行い得る。
【００１０】
　なお、本技術において、例えば、第１の種類の伝送ビデオデータに対応した第１のビデ
オストリームから第２の種類の伝送ビデオデータに対応した第２のビデオストリームに切
り替わるとき、第１のビデオストリームの最後にＥＯＳ　ＮＡＬユニットを挿入するＮＡ
Ｌユニット挿入部をさらに備える、ようにされてもよい。このように挿入されるＥＯＳ　
ＮＡＬユニットは、明示的なピクチャ単位の切り替え信号として機能し、受信側では第１
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のビデオストリームから第２のビデオストリームに切り替わることをより確実に認識（検
知）可能となる。
【００１１】
　また、本技術において、例えば、第１の種類の伝送ビデオデータから第２の種類の伝送
ビデオデータに切り替わるとき、ビデオストリームに、表示切り替えのための情報を挿入
する表示切り替え情報挿入部をさらに備える、ようにされてもよい。これにより、受信側
での表示切り替えの便宜を図ることが可能となる。
【００１２】
　例えば、表示切り替えのための情報は、受信機における表示切り替え推奨期間を示す情
報である、ようにされてもよい。この場合、受信側では表示切り替え推奨期間を認識でき
、例えば、当該期間の間に光電変換特性の切り替えを済ませると共に、光電変換特性の切
り替えの間は挿げ替え画のビデオデータを表示用ビデオデータとして出力することで、表
示画に発生する違和感を軽減することが可能となる。
【００１３】
　また、例えば、表示切り替えのための情報は、表示切り替え期間中の受信機表示のため
の符号化ビデオデータである、ようにされてもよい。この場合、受信側で光電変換特性の
切り替えを済ませ、表示用ビデオデータを挿げ替え画のビデオデータから光電変換を経た
ビデオデータに切り替える場合、光電変換特性の切り替え期間がばらついても一定期間は
同じ特殊パターンの画像、例えば黒画を表示させることが可能となる。
【００１４】
　また、本技術において、識別情報挿入部は、コンテナに、このコンテナに含まれるビデ
オストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識別情報を、この伝送ビデオデータの
種類の切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから切り替え後の伝
送ビデオデータの種類を示すように挿入する、ようにされてもよい。この場合、受信側に
おいて、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから伝送ビデオデ
ータの種類の切り替えがあること、さらには切り替え後の伝送ビデオデータの種類の把握
が可能となり、伝送ビデオデータの種類の切り替えがあっても伝送ビデオデータから表示
用ビデオデータを得るビデオ処理を滞りなくスムーズに行い得る。
【００１５】
　また、本技術の他の概念は、
　ビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを受信する受信部を備え、
　上記ビデオストリームは、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータ
を切り替えて得られる伝送ビデオデータをエンコードして得られたものであり、
　上記ビデオストリームに、該ビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識
別情報が挿入されており、
　上記ビデオストリームをデコードして伝送ビデオデータを得るデコード部と、
　上記識別情報に基づいて、上記伝送ビデオデータを処理して表示用ビデオデータを得る
ビデオ処理部をさらに備える
　受信装置にある。
【００１６】
　本技術において、受信部により、ビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナ
が受信される。このビデオストリームは、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送
ビデオデータを切り替えて得られる伝送ビデオデータをエンコードして得られたものであ
る。このビデオストリームに、このビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示
す識別情報が挿入されている。
【００１７】
　デコード部により、ビデオストリームがデコードされて伝送ビデオデータが得られる。
ビデオ処理部により、識別情報に基づいて、伝送ビデオデータが処理されて表示用ビデオ
データが得られる。例えば、識別情報は、伝送ビデオデータが持つ光電変換特性またはこ
の特性に対応した電光変換特性を示す変換特性情報を含み、ビデオ処理部は、伝送ビデオ
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データに、変換特性情報に基づいて電光変換を行う電光変換部を有する、ようにされても
よい。
【００１８】
　このように本技術においては、ビデオストリームに、このビデオストリームが持つ伝送
ビデオデータの種類を示す識別情報が挿入されており、この識別情報に基づいて、伝送ビ
デオデータを処理して表示用ビデオデータを得るものである。そのため、伝送ビデオデー
タの種類の切り替えがあっても伝送ビデオデータから表示用ビデオデータを得るためのビ
デオ処理、例えば電光変換などを適切に行い得る。
【００１９】
　なお、本技術において、例えば、ビデオ処理部は、挿げ替え画出力部を有し、第１の種
類の伝送ビデオデータから第２の種類の伝送ビデオデータに切り替わってから少なくとも
電光変換部の電光変換特性の切り替えが終了するまでの期間は、電光変換部の出力ビデオ
データに代えて挿げ替え画出力部の出力ビデオデータを、表示用ビデオデータとして出力
する、ようにされてもよい。これにより、表示画に発生する違和感を軽減することが可能
となる。
【発明の効果】
【００２０】
　本技術によれば、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータを切り替
えて送信する場合、受信側において伝送ビデオデータから表示用ビデオデータを得るビデ
オ処理を適切に行い得る。なお、本明細書に記載された効果はあくまで例示であって限定
されるものではなく、また付加的な効果があってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】実施の形態としての送受信システムの構成例を示すブロック図である。
【図２】サービス送信システムの構成例を示すブロック図である。
【図３】光電変換特性を説明するための図である。
【図４】トランスファー・ファンクション・ＳＥＩメッセージの構造例と、その構造例に
おける主要な情報の内容を示す図である。
【図５】トランスファー・ファンクション・ＳＥＩメッセージの構造例と、その構造例に
おける主要な情報の内容を示す図である。
【図６】伝送ビデオデータの切り換えタイミングと、切り替え後の伝送ビデオデータの種
類を識別するための識別情報の挿入タイミングなどを説明するための図である。
【図７】ＨＤＲデスクリプタの構造例を示す図である。
【図８】ＨＤＲデスクリプタの構造例における主要な情報の内容を示す図である。
【図９】ＭＰＥＧ２トランスポートストリームの構造（ＴＳ構造）の一例を示す図である
。
【図１０】ＭＭＴストリームの構造（ＭＭＴ構造）の一例を示す図である。
【図１１】サービス受信機の構成例を示すブロック図である。
【図１２】ビデオ処理部の構成例を示すブロック図である。
【図１３】制御部によるビデオ処理部の制御動作を説明するための図である。
【図１４】表示切り替えのための情報が受信機における表示切り替え推奨期間を示す情報
とされる第１の方法を採用する場合における、切り替え時の表示画の変化例について説明
するための図である。
【図１５】第１の方法を採用する場合における、切り替え時の表示画の変化例を示す図で
ある。
【図１６】表示切り替えのための情報が表示切り替え期間中の受信機表示のための符号化
ビデオデータ（切り替え用画の符号化ビデオデータ）とされる第２の方法を採用する場合
における、切り替え時の表示画の変化例について説明するための図である。
【図１７】第２の方法を採用する場合における、切り替え時の表示画の変化例を示す図で
ある。
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【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」とする）について説明する。
なお、説明を以下の順序で行う。
　１．実施の形態
　２．変形例
【００２３】
　＜１．実施の形態＞
　［送受信システムの構成例］
　図１は、実施の形態としての送受信システム１０の構成例を示している。この送受信シ
ステム１０は、サービス送信システム１００とサービス受信機２００により構成されてい
る。サービス送信システム１００は、コンテナ（多重化ストリーム）としてのトランスポ
ートストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートストリームあるいはＭＭＴ（MPEG Media Tra
nsport）ストリーム）を生成し、このトランスポートストリームを放送波あるいはネット
のパケットに載せて送信する。
【００２４】
　トランスポートストリームに、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデ
ータを切り替えて得られる伝送ビデオデータをエンコードして得られたビデオストリーム
が含まれる。ビデオストリームに、このビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類
を示す識別情報が挿入される。この識別情報には、伝送ビデオデータが持つ光電変換特性
またはその特性に対応した電光変換特性を示す変換特性情報が含まれる。
【００２５】
　また、第１の種類の伝送ビデオデータに対応した第１のビデオストリームから第２の種
類の伝送ビデオデータに対応した第２のビデオストリームに切り替わるとき、第１のビデ
オストリームの最後にＥＯＳ（End of Stream）　ＮＡＬユニットが挿入される。また、
トランスポートストリームに、それに含まれるビデオストリームが持つ伝送ビデオデータ
の種類を示す識別情報が、この伝送ビデオデータの種類の切り替えタイミングより所定の
時間量以上だけ前のタイミングから切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿
入される。
【００２６】
　また、第１の種類の伝送ビデオデータから第２の種類の伝送ビデオデータに切り替わる
とき、ビデオストリームに、表示切り替えのための情報が挿入される。この情報は、第１
の方法では、受信機における表示切り替え推奨期間を示す情報とされ、第２の方法では、
表示切り替え期間中の受信機表示のための符号化ビデオデータとされる。
【００２７】
　サービス受信機２００は、サービス送信システム１００から送信されてくるトランスポ
ートストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートストリームあるいはＭＭＴストリーム）を受
信する。サービス受信機２００は、トランスポートストリームに含まれているビデオスト
リームをデコードして伝送ビデオデータを得る。サービス受信機２００は、トランスポー
トストリームやビデオストリームに挿入されている識別情報に基づいて、伝送ビデオデー
タに電光変換などのビデオ処理を行って、表示用ビデオデータを得る。
【００２８】
　サービス受信機２００は、第１の種類の伝送ビデオデータから第２の種類の伝送ビデオ
データに切り替わってから少なくとも電光変換部の電光変換特性の切り替えが終了するま
での期間（ピクチャ期間）は、電光変換部の出力ビデオデータに代えて挿げ替え画出力部
の出力ビデオデータを、表示用ビデオデータとして出力する。
【００２９】
　「サービス送信システムの構成例」
　図２は、サービス送信システム１００の構成例を示している。このサービス送信システ
ム１００は、制御部１０１と、ＨＤＲ（High Dynamic Range：ハイダイナミックレンジ）
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光電変換部１０２と、ＳＤＲ（Standard Dynamic Range：通常ダイナミックレンジ）光電
変換部１０３と、切換スイッチ１０４と、ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０５と、ビデオエ
ンコーダ１０６と、コンテナエンコーダ１０７と、送信部１０８を有している。
【００３０】
　制御部１０１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）を備えて構成され、制御プログ
ラムに基づいて、サービス送信システム１００の各部の動作を制御する。ＨＤＲ光電変換
部１０２は、高コントラストカメラ出力、すなわちＨＤＲビデオデータＶｈに対して、Ｈ
ＤＲ光電変換特性を適用して光電変換し、ＨＤＲ伝送ビデオデータ（ＨＤＲ光電変換特性
を持たせた伝送ビデオデータ）を得る。このＨＤＲ伝送ビデオデータは、ＨＤＲ ＯＥＴ
Ｆで映像制作された映像素材となる。
【００３１】
　ＳＤＲ光電変換部１０３は、通常コントラストカメラ出力、すなわちＳＤＲビデオデー
タＶｓに対して、ＳＤＲ光電変換特性を適用して光電変換し、ＳＤＲ伝送ビデオデータ（
ＳＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）を得る。このＳＤＲ伝送ビデオデータ
は、ＳＤＲ ＯＥＴＦで映像制作された映像素材となる。
【００３２】
　図３は、ＳＤＲおよびＨＤＲの光電変換特性の一例を示している。この図において、横
軸は入力輝度レベルを示し、縦軸は伝送符号値を示す。破線ａは、ＳＤＲ光電変換特性（
ＢＴ．７０９：ガンマ特性）を示している。実線ｂは、ＨＤＲ光電変換特性としてのＳＴ
Ｄ－Ｂ６７（ＨＬＧ: Hybrid Log-Gamma）の特性を示している。一点鎖線ｃは、ＨＤＲ光
電変換特性としてのＳＴ２０８４（ＰＱ： Perceptual Quantizerカーブ）の特性を示し
ている。
【００３３】
　ＳＴＤ－Ｂ６７（ＨＬＧ）の特性は、ＳＤＲ光電変換特性（ＢＴ．７０９：ガンマ特性
）との互換領域を含んでいる。すなわち、入力輝度レベルがゼロから両特性の互換限界値
までは、両特性のカーブは一致している。入力輝度レベルが互換限界値であるとき、伝送
符号値は互換レベルＳＰとなる。ＳＴ２０８４（ＰＱカーブ）は、高輝度に対応し、人間
の視覚特性に適合するといわれる量子化ステップのカーブである。ＨＤＲ光電変換特性に
おいて、入力輝度レベルがピーク輝度ＰＬであるとき、伝送符号値はピークレベルＭＰと
なる。
【００３４】
　ＳＤＲ光電変換特性において、入力輝度レベルがＳＤＲ特性表現限界輝度ＳＬであると
き、伝送符号値はピークレベルＭＰとなる。ここで、ＳＬは１００ｃｄ/ｍ２である。
【００３５】
　図２に戻って、切換スイッチ１０４は、ＨＤＲ光電変換部１０２で得られたＨＤＲ伝送
ビデオデータまたはＳＤＲ光電変換部１０３で得られたＳＤＲ伝送ビデオデータを選択的
に取り出す。この切り替えは、番組単位、あるいはそれに準ずる単位で行われるようにし
てもよい。
【００３６】
　ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０５は、切換スイッチ１０４で取り出された伝送ビデオデ
ータＶ１をＲＧＢドメインからＹＣｂＣｒ（輝度・色差）ドメインに変換する。なお、こ
れらの色空間のドメインは、ＲＧＢドメインに限定されるものではなく、また、輝度・色
差ドメインはＹＣｂＣｒに限定されるわけではない。
【００３７】
　ビデオエンコーダ１０６は、ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部１０５でＹＣｂＣｒドメインに
変換された伝送ビデオデータＶ１に対して、例えば、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣあるいはＨＥＶ
Ｃなどの符号化を施して符号化ビデオデータを得、この符号化ビデオデータを含むビデオ
ストリーム（ビデオエレメンタリストリーム）ＶＳを生成する。
【００３８】
　このとき、ビデオエンコーダ１０６は、アクセスユニット（ＡＵ）のＳＰＳ ＮＡＬユ
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ニットのＶＵＩ（video usability information）の領域に、伝送ビデオデータＶ１が持
つ光電変換特性またはその特性に対応した電光変換特性を示す変換特性情報（transferfu
nction）を挿入する。なお、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性がＳＴＤ－Ｂ６７
（ＨＬＧ）である場合には、このＶＵＩの領域には、ＢＴ．７０９（ガンマ特性）を示す
変換特性情報を挿入する。この場合、ＳＴＤ－Ｂ６７（ＨＬＧ）を示す変換特性情報は、
後述する新規定義のトランスファー・ファンクション・ＳＥＩメッセージ（transfer_fun
ction SEI message）内に配置される。
【００３９】
　また、ビデオエンコーダ１０６は、第１の種類の伝送ビデオデータＶ１に対応した第１
のビデオストリームから第２の種類の伝送ビデオデータＶ１に対応した第２のビデオスト
リームに切り替わるとき、第１のビデオストリームの最後にＥＯＳ（End of Stream）　
ＮＡＬユニットを挿入する。
【００４０】
　また、ビデオエンコーダ１０６は、アクセスユニット（ＡＵ）の、例えば“Suffix_SEI
s”の部分に、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性またはその特性に対応した電光
変換特性を示す変換特性情報等が配置されたトランスファー・ファンクション・ＳＥＩメ
ッセージを挿入する。
【００４１】
　図４（ａ）は、トランスファー・ファンクション・ＳＥＩメッセージの構造例(Syntax)
を示している。図４（ｂ）は、その構造例における主要な情報の内容（Semantics）を示
している。「transferfunction」の８ビットフィールドは、伝送ビデオデータＶ１が持つ
光電変換特性またはその特性に対応した電光変換特性を示す。本エレメントの値とＶＵＩ
の「transferfunction」の値が異なる場合には、本エレメントの値で置き換える。
【００４２】
　例えば、“１”は「BT.709-5 Transfer Function(SDR)」を示し、“１４”は「10bit B
T.2020 Transfer Function(SDR)」を示し、“１６”は「SMPTE 2084 Transfer Function(
HDR1)」を示し、“１８”は「ARIB STD B-67 Transfer Function (HDR2)」を示す。
【００４３】
　「peak_luminance」の１６ビットフィールドは、最大輝度レベルを示す。この最大輝度
レベルは、コンテンツの、例えば番組内あるいはシーン内の最大輝度レベルを示す。受信
側では、この値を、表示能力に適した表示画を作りこむ際の参照値として用いることがで
きる。「color_space」の８ビットフィールドは、色空間情報を示す。
【００４４】
　また、ビデオエンコーダ１０６は、第１の種類の伝送ビデオデータＶ１から第２の種類
の伝送ビデオデータＶ１に切り替わるとき、ビデオストリームに、表示切り替えのための
情報を挿入する。第１の方法が採用される場合、表示切り替えのための情報は、受信機に
おける表示切り替え推奨期間を示す情報である。この実施の形態では、ビデオエンコーダ
１０６は、アクセスユニット（ＡＵ）の、例えば“Suffix_SEIs”の部分に、新規定義す
るディスプレイ・スイッチ・ＳＥＩメッセージ（display_switch SEI message）を挿入す
る。
【００４５】
　図５（ａ）は、ディスプレイ・スイッチ・ＳＥＩメッセージの構造例(Syntax)を示して
いる。図５（ｂ）は、その構造例における主要な情報の内容（Semantics）を示している
。「alternate_picture_flag」の１ビットフィールドは、表示画に代用の画像を用いるこ
とを許容するか否かを示す。例えば、“１”は許容することを示し、“０”は許容しない
ことを示す。切り替え後の所定数のフレーム期間（ピクチャ期間）で、「alternate_pict
ure_flag」が“１”とされ、受信機における表示切り替え推奨期間が示される。
【００４６】
　また、第２の方法が採用される場合、表示切り替えのための情報は、表示切り替え期間
中の受信機表示のための符号化ビデオデータ（切り替え用画の符号化ビデオデータ）であ
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る。切り替え後の所定数のフレーム期間（ピクチャ期間）は、第２の種類の伝送ビデオデ
ータに代えて、この切り替え用画像の符号化ビデオデータが挿入される。
【００４７】
　図２に戻って、コンテナエンコーダ１０７は、ビデオエンコーダ１０６で生成されたビ
デオストリームＶＳを含むトランスポートストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートストリ
ームあるいはＭＭＴストリームあるいはＩＳＯＢＭＦＦファイル）を生成する。送信部１
０８は、このトランスポートストリームを、放送波あるいはネットのパケットに載せて、
サービス受信機２００に送信する。
【００４８】
　このとき、コンテナエンコーダ１０７は、トランスポートストリームに、それに含まれ
るビデオストリームが持つ伝送ビデオデータＶ１の種類を示す識別情報を、この伝送ビデ
オデータＶ１の種類の切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから
切り替え後の伝送ビデオデータＶ１の種類を示すように挿入する。
【００４９】
　図６は、ＳＤＲサービスとＨＤＲサービスとの間のストリーム切り替えタイミングＳ（
Ｓ０，Ｓ１，Ｓ２，・・・）と、切り替え後の伝送ビデオデータの種類を識別するための
識別情報の挿入タイミングＴ（Ｔ０，Ｔ１，Ｔ２，・・・）の関係を示している。以下の
（１）式を満足するように、タイミングＴは、タイミングＳよりもβ（所定の時間量）以
上だけ前のタイミングとされる。なお、図示の例は、Ｓ－Ｔ ＝ β （ただし、βは正値
）である場合を示している。
　　　Ｓ－Ｔ ≧ β　　　・・・（１）
【００５０】
　この実施の形態において、コンテナエンコーダ１０７は、トランスポートストリームに
、新規定義するＨＤＲデスクリプタ（HDR descriptor）を挿入する。このＨＤＲデスクリ
プタは、例えば、トランスポートストリームがＭＰＥＧ２トランスポートストリームであ
るときには、プログラム・マップ・テーブル（ＰＭＴ：Program Map Table）の配下に挿
入され、トランスポートストリームがＭＭＴストリームであるときには、ＭＰテーブル（
MMT Package Table）の配下に挿入される。
【００５１】
　図７は、ＨＤＲデスクリプタの構造例(Syntax)を示し、図８は、その構造例における主
要な情報の内容（Semantics）を示している。「descriptor_tag」の８ビットフィールド
は、デスクリプタのタイプを示し、ここでは、ＨＤＲデスクリプタであることを示す。「
descriptor_length」の８ビットフィールドは、デスクリプタの長さ（サイズ）を示し、
デスクリプタの長さとして以降のバイト数を示す。
【００５２】
　「HDR_SDR_flag」の１ビットフィールドは、対象のストリームがＨＤＲストリームであ
るかＳＤＲストリームであるかを示す。例えば、“１”はＨＤＲストリームであることを
示し、“０”はＳＤＲストリームであることを示す。「characteristics_info_flag」の
１ビットフィールドは、特性情報があるか否かを示す。例えば、“１”は特性情報がある
ことを示し、“０”は特性情報がないことを示す。「color_space_flag」の１ビットフィ
ールドは、色空間情報があるか否かを示す。例えば、“１”は色空間情報があることを示
し、“０”は色空間情報がないことを示す。
【００５３】
　「characteristics_info_flag」が“１”であるとき、「transferfunction」の８ビッ
トフィールドが存在する。このフィールドは、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性
またはその特性に対応した電光変換特性を示す。例えば、“１”は「BT.709-5 Transfer 
Function(SDR)」を示し、“１４”は「10bit BT.2020 Transfer Function(SDR)」を示し
、“１６”は「SMPTE 2084 Transfer Function(HDR1)」を示し、“１８”は「ARIB STD B
-67 Transfer Function (HDR2)」を示す。また、「color_space_flag」が“１”であると
き、「color_space」の８ビットフィールドが存在する。このフィールドは、色空間情報
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を示す。
【００５４】
　図９は、ＭＰＥＧ２トランスポートストリームの構造（ＴＳ構造）の一例を示している
。この構造例は、表示切り替えのための情報が受信機における表示切り替え推奨期間を示
す情報とされる第１の方法を採用する場合の例である。
【００５５】
　この構造例では、ＰＩＤ１で識別されるビデオストリームのＰＥＳパケット「Video PE
S」が存在する。アクセスユニット（ＡＵ）のＳＰＳのＶＵＩの領域に、伝送ビデオデー
タＶ１が持つ光電変換特性またはその特性に対応した電光変換特性を示す変換特性情報（
transferfunction）が挿入される。
【００５６】
　また、第１の種類の伝送ビデオデータＶ１に対応した第１のビデオストリームから第２
の種類の伝送ビデオデータＶ１に対応した第２のビデオストリームに切り替わるとき、第
１のビデオストリームの最後にＥＯＳ（End of Stream）　ＮＡＬユニットが挿入される
。
【００５７】
　また、アクセスユニット（ＡＵ）の、例えば“Suffix_SEIs”の部分に、伝送ビデオデ
ータＶ１が持つ光電変換特性またはその特性に対応した電光変換特性を示す変換特性情報
等が配置されたトランスファー・ファンクション・ＳＥＩメッセージ（図４（ａ）参照）
が挿入される。
【００５８】
　また、アクセスユニット（ＡＵ）の、例えば“Suffix_SEIs”の部分に、受信機におけ
る表示切り替え推奨期間を示すためのディスプレイ・スイッチ・ＳＥＩメッセージ（図５
（ａ）参照）が挿入される。
【００５９】
　また、トランスポートストリームＴＳには、ＰＳＩ（Program Specific Information）
として、ＰＭＴ（Program Map Table）が含まれている。ＰＳＩは、トランスポートスト
リームに含まれる各エレメンタリストリームがどのプログラムに属しているかを記した情
報である。ＰＭＴには、プログラム全体に関連する情報を記述するプログラム・ループ（
Program loop）が存在する。
【００６０】
　ＰＭＴには、各エレメンタリストリームに関連した情報を持つエレメンタリストリーム
・ループが存在する。この構造例では、ビデオストリームに対応したビデオエレメンタリ
ストリーム・ループ（video ES loop）が存在する。ビデオエレメンタリストリーム・ル
ープ（video ES loop）には、ビデオストリームに対応して、ストリームタイプ、ＰＩＤ
（パケット識別子）等の情報が配置されると共に、そのビデオストリームに関連する情報
を記述するデスクリプタも配置される。
【００６１】
　このビデオストリームの「Stream_type」の値は、例えばＨＥＶＣビデオストリームを
示す値に設定され、ＰＩＤ情報はビデオストリームのＰＥＳパケット「video PES」に付
与されるＰＩＤ１を示すものとされる。デスクリプタの一つとして、上述した、ＨＤＲデ
スクリプタ（図７参照）が挿入される。
【００６２】
　なお、図示は省略するが、表示切り替えのための情報が表示切り替え期間中の受信機表
示のための符号化ビデオデータ（切り替え用画像の符号化ビデオデータ）とされる第２の
方法を採用する場合のＴＳ構造例においては、ディスプレイ・スイッチ・ＳＥＩメッセー
ジの挿入がないことを除き、上述したＴＳ構造例と同様となる。
【００６３】
　図１０は、ＭＭＴストリームの構造（ＭＭＴ構造）の一例を示している。この構造例は
、表示切り替えのための情報が受信機における表示切り替え推奨期間を示す情報とされる
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第１の方法を採用する場合の例である。
【００６４】
　ＭＭＴストリームには、ビデオ、オーディオ等の各アセットのＭＭＴパケットが存在す
る。図示の構造例では、パケットＩＤがＩＤ１で識別されるビデオのアセットのＭＭＴパ
ケットが存在する。アクセスユニット（ＡＵ）のＳＰＳのＶＵＩの領域に、伝送ビデオデ
ータＶ１が持つ光電変換特性またはその特性に対応した電光変換特性を示す変換特性情報
（transferfunction）が挿入されている。
【００６５】
　また、第１の種類の伝送ビデオデータＶ１に対応した第１のビデオストリームから第２
の種類の伝送ビデオデータＶ１に対応した第２のビデオストリームに切り替わるとき、第
１のビデオストリームの最後にＥＯＳ（End of Stream）　ＮＡＬユニットが挿入される
。
【００６６】
　また、アクセスユニット（ＡＵ）の、例えば“Suffix_SEIs”の部分に、伝送ビデオデ
ータＶ１が持つ光電変換特性またはその特性に対応した電光変換特性を示す変換特性情報
等が配置されたトランスファー・ファンクション・ＳＥＩメッセージ（図４（ａ）参照）
が挿入される。
【００６７】
　また、アクセスユニット（ＡＵ）の、例えば“Suffix_SEIs”の部分に、受信機におけ
る表示切り替え推奨期間を示すためのディスプレイ・スイッチ・ＳＥＩメッセージ（図５
（ａ）参照）が挿入される。
【００６８】
　また、ＭＭＴストリームには、ＰＡ（Packet Access）メッセージパケットなどのメッ
セージパケットが存在する。ＰＡメッセージパケットには、ＭＭＴ・パケット・テーブル
（MMT Package Table）などのテーブルが含まれている。ＭＰテーブルには、アセット毎
の情報が含まれている。デスクリプタの一つとして、上述した、ＨＤＲデスクリプタ（図
７参照）が挿入される。
【００６９】
　なお、図示は省略するが、表示切り替えのための情報が表示切り替え期間中の受信機表
示のための符号化ビデオデータ（切り替え用画像の符号化ビデオデータ）とされる第２の
方法を採用する場合のＭＭＴ構造例においては、ディスプレイ・スイッチ・ＳＥＩメッセ
ージの挿入がないことを除き、上述したＭＭＴ構造例と同様となる。
【００７０】
　図２に示すサービス送信システム１００の動作を簡単に説明する。高コントラストカメ
ラ出力であるＨＤＲビデオデータＶｈはＨＤＲ光電変換部１０２に供給される。このＨＤ
Ｒ光電変換部１０２では、ＨＤＲビデオデータＶｈにＨＤＲ光電変換特性で光電変換が施
され、ＨＤＲ ＯＥＴＦで映像制作された映像素材としてのＨＤＲ伝送ビデオデータ（Ｈ
ＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）が得られる。
【００７１】
　また、通常コントラストカメラ出力であるＳＤＲビデオデータＶｓはＳＤＲ光電変換部
１０３に供給される。このＳＤＲ光電変換部１０３では、ＳＤＲビデオデータＶｓにＳＤ
Ｒ光電変換特性で光電変換が施され、ＳＤＲ ＯＥＴＦで映像制作された映像素材として
のＳＤＲ伝送ビデオデータ（ＳＤＲ光電変換特性を持たせた伝送ビデオデータ）が得られ
る。
【００７２】
　切換スイッチ１０４では、制御部１０１の制御により、ＨＤＲ光電変換部１０２で得ら
れたＨＤＲ伝送ビデオデータまたはＳＤＲ光電変換部１０３で得られたＳＤＲ伝送ビデオ
データが選択的に取り出される。このように取り出された伝送ビデオデータＶ１は、ＲＧ
Ｂ/ＹＣｂＣｒ変換部１０５でＲＧＢドメインからＹＣｂＣｒ（輝度・色差）ドメインに
変換される。
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【００７３】
　ＹＣｂＣｒドメインに変換された伝送ビデオデータＶ１は、ビデオエンコーダ１０６に
供給される。このビデオエンコーダ１０６では、伝送ビデオデータＶ１に対して、例えば
、ＭＰＥＧ４－ＡＶＣあるいはＨＥＶＣなどの符号化が施されて符号化ビデオデータが得
られ、この符号化ビデオデータを含むビデオストリームＶＳが生成される。
【００７４】
　このとき、ビデオエンコーダ１０６では、アクセスユニット（ＡＵ）のＳＰＳ ＮＡＬ
ユニットのＶＵＩの領域に、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性またはその特性に
対応した電光変換特性を示す変換特性情報（transferfunction）が挿入される。
【００７５】
　また、ビデオエンコーダ１０６では、第１の種類の伝送ビデオデータＶ１に対応した第
１のビデオストリームから第２の種類の伝送ビデオデータＶ１に対応した第２のビデオス
トリームに切り替わるとき、第１のビデオストリームの最後にＥＯＳ（End of Stream）
　ＮＡＬユニットが挿入される。
【００７６】
　また、ビデオエンコーダ１０６では、アクセスユニット（ＡＵ）の、例えば“Suffix_S
EIs”の部分に、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性またはその特性に対応した電
光変換特性を示す変換特性情報等が配置されたトランスファー・ファンクション・ＳＥＩ
メッセージ（図４（ａ）参照）が挿入される。
【００７７】
　また、ビデオエンコーダ１０６では、第１の種類の伝送ビデオデータＶ１から第２の種
類の伝送ビデオデータＶ１に切り替わるとき、ビデオストリームに、表示切り替えのため
の情報が挿入される。第１の方法が採用される場合、表示切り替えのための情報は、受信
機における表示切り替え推奨期間を示す情報とされる。この場合、ビデオエンコーダ１０
６では、アクセスユニット（ＡＵ）の、例えば“Suffix_SEIs”の部分に、ディスプレイ
・スイッチ・ＳＥＩメッセージ（図５（ａ）参照）が挿入される。
【００７８】
　また、第２の方法が採用される場合、表示切り替えのための情報は、表示切り替え期間
中の受信機表示のための符号化ビデオデータ（切り替え用画の符号化ビデオデータ）とさ
れる。この場合、ビデオエンコーダ１０６では、切り替え後の所定数のフレーム期間（ピ
クチャ期間）は、第２の種類の伝送ビデオデータＶ１に代えて、この切り替え用画の符号
化ビデオデータが挿入される。
【００７９】
　ビデオエンコーダ１０６で得られたビデオストリームＶＳは、コンテナエンコーダ１０
７に供給される。コンテナエンコーダ１０７では、ビデオエンコーダ１０６で生成された
ビデオストリームＶＳを含むトランスポートストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートスト
リームあるいはＭＭＴストリームあるいはＩＳＯＢＭＦＦファイル）が生成される。この
トランスポートストリームは、送信部１０８により、放送波あるいはネットのパケットに
載せて、サービス受信機２００に送信される。
【００８０】
　このとき、コンテナエンコーダ１０７では、コンテナ（多重化ストリーム）としてのト
ランスポートストリームに、それに含まれるビデオストリームが持つ伝送ビデオデータＶ
１の種類を示す識別情報を、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミン
グから切り替え後の伝送ビデオデータＶ１の種類を示すように挿入される。この場合、コ
ンテナエンコーダ１０７では、トランスポートストリームに、ＨＤＲデスクリプタ（図７
参照）が挿入される。
【００８１】
　「サービス受信機の構成例」
　図１１は、サービス受信機２００の構成例を示している。このサービス受信機２００は
、制御部２０１と、受信部２０２と、コンテナデコーダ２０３と、ビデオデコーダ２０４
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と、ＹＣｂＣｒ/ＲＧＢ変換部２０５と、ビデオ処理部２０６を有している。
【００８２】
　制御部２０１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）を備えて構成され、制御プログ
ラムに基づいて、サービス受信機２００の各部の動作を制御する。受信部２０２は、サー
ビス送信システム１００（図２参照）から放送波あるいはネットのパケットに載せて送ら
れてくるコンテナ（多重化ストリーム）としてのトランスポートストリーム（ＭＰＥＧ２
トランスポートストリームあるいはＭＭＴストリームあるいはＩＳＯＢＭＦＦファイル）
を受信する。コンテナデコーダ２０３は、トランスポートストリームからビデオストリー
ムＶＳを抽出する。
【００８３】
　また、コンテナデコーダ２０３は、トランスポートストリームに挿入されている種々の
情報を抽出し、制御部２０１に送る。この抽出情報には、上述したＨＤＲデスクリプタ（
図７参照）も含まれる。制御部２０１は、このＨＤＲデスクリプタの記述に基づいて、ト
ランスポートストリームに含まれるビデオストリームが持つ伝送ビデオデータＶ１の種類
を示す識別情報を取得する。この識別情報には、伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特
性またはその特性に対応した電光変換特性を示す変換特性情報（transferfunction）も含
まれている。
【００８４】
　上述したように、伝送ビデオデータＶ１の識別情報は、この伝送ビデオデータＶ１の種
類の切り替えタイミングＳより所定の時間量（β）以上だけ前のタイミングＴから切り替
え後の伝送ビデオデータＶ１の種類を示すように、トランスポートストリームに挿入され
る。そのため、制御部２０１は、切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイ
ミングから、伝送ビデオデータの種類の切り替えがあること、さらには切り替え後の伝送
ビデオデータの種類の把握が可能となる。
【００８５】
　これにより、制御部２０１は、伝送ビデオデータＶ１の種類の切り替えに伴う各部の制
御のための準備を予め行うことができ、伝送ビデオデータＶ１の種類の切り替えがあって
も伝送ビデオデータＶ１から表示用ビデオデータを得るための表示制御を滞りなくスムー
ズに行うことが可能となる。
【００８６】
　ビデオデコーダ２０４は、コンテナデコーダ２０３で抽出されるビデオストリームＶＳ
に対してデコード処理を施して、伝送ビデオデータＶ１を得る。また、ビデオデコーダ２
０４は、ビデオストリームＶＳから各アクセスユニットに挿入されているパラメータセッ
トやＳＥＩメッセージなどの情報を抽出し、制御部２０１に送る。
【００８７】
　この抽出情報には、上述したアクセスユニットのＳＰＳ ＮＡＬユニットのＶＵＩの領
域に挿入されている伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性またはその特性に対応した
電光変換特性を示す変換特性情報（transferfunction）やトランスファー・ファンクショ
ン・ＳＥＩメッセージ（図４（ａ）参照）も含まれる。これにより、制御部２０１は、伝
送ビデオデータＶ１の種類の認識が容易に可能となり、伝送ビデオデータの種類の切り替
えがあっても伝送ビデオデータから表示用ビデオデータを得るための表示制御、例えば電
光変換などを適切に行うことが可能となる。
【００８８】
　また、ビデオデコーダ２０４で抽出される情報には、ＥＯＳ　ＮＡＬユニットの抽出情
報も含まれる。上述したように、第１の種類の伝送ビデオデータＶ１に対応した第１のビ
デオストリームから第２の種類の伝送ビデオデータＶ１に対応した第２のビデオストリー
ムに切り替わるとき、第１のビデオストリームの最後にＥＯＳ　ＮＡＬユニットが挿入さ
れる。そのため、制御部２０１は、このＥＯＳ　ＮＡＬユニットの抽出情報から、第１の
ビデオストリームから第２のビデオストリームに切り替わることをより確実にピクチャ単
位の精度で認識（検知）可能となる。
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【００８９】
　ＹＣｂＣｒ/ＲＧＢ変換部２０５は、ビデオデコーダ２０４で得られた伝送ビデオデー
タＶ１を、ＹＣｂＣｒ（輝度・色差）ドメインからＲＧＢドメインに変換する。なお、こ
れらの色空間のドメインは、ＲＧＢドメインに限定されるものではなく、また、輝度・色
差ドメインはＹＣｂＣｒに限定されるわけではない。
【００９０】
　ビデオ処理部２０６は、制御部２０１の制御のもと、ＲＧＢドメインに変換された伝送
ビデオデータＶ１に色空間変換、電光変換などの処理を行って、表示用ビデオデータＶｄ
を得る。
【００９１】
　図１２は、ビデオ処理部２０６の構成例を示している。このビデオ処理部２０６は、色
空間変換部２６１と、電光変換部２６２と、挿げ替え画出力部２６３と、切り替え部２６
４を有している。
【００９２】
　色空間変換部２６１は、伝送ビデオデータＶ１に対して、色空間変換の処理を行う。こ
の色空間変換部２６１における色空間変換特性は、制御部２０１の制御のもと、例えば、
ＨＤＲデスクリプタ（図７参照）、あるいはトランスファー・ファンクション・ＳＥＩメ
ッセージ（図４（ａ）参照）に配置されている、色空間変換部２６１に入力される伝送ビ
デオデータＶ１に対応した色空間情報「color_space」を用いて設定される。そのため、
当該伝送ビデオデータＶ１の種類が切り替わり、色空間情報「color_space」に変化があ
る場合には、その切り替わりタイミングＳから所定の時間をかけて色空間変換部２６１に
おける色空間変換特性の切り替え、例えば変換テーブルの切り替えが行われる。
【００９３】
　電光変換部２６２は、色空間変換部２６１を経た伝送ビデオデータＶ１に対して、電光
変換の処理を行う。この電光変換部２６２における電光変換特性は、制御部２０１の制御
のもと、例えば、ＨＤＲデスクリプタ（図７参照）、あるいはトランスファー・ファンク
ション・ＳＥＩメッセージ（図４（ａ）参照）に配置されている、電光変換部２６２に入
力される伝送ビデオデータＶ１に対応した変換特性情報「transferfunction」を用いて設
定される。
【００９４】
　そのため、当該伝送ビデオデータＶ１の種類が切り替わり、変換特性情報「transferfu
nction」に変化がある場合には、その切り替わりタイミングＳから所定の時間をかけて電
光変換部２６２における電光変換特性の切り替え、例えば変換テーブルの切り替えが行わ
れる。
【００９５】
　挿げ替え画出力部２６３は、挿げ替え画用のビデオデータを出力する。ここで、挿げ替
え画は例えば黒画像とされ、挿げ替え画用のビデオデータは、例えば、輝度符号値が“６
４”（この値は１０ビットで黒レベルを示す）とされる。挿げ替え画出力部２６３は、例
えば、挿げ替え画用のビデオデータを保持するメモリ回路で構成される。
【００９６】
　切り替え部２６４は、制御部２０１の制御のもと、伝送ビデオデータＶ１の種類が切り
替わるとき、切り替わりタイミングＳから所定数のフレーム期間（ピクチャ期間）は、挿
げ替え画出力部２６３から出力される挿げ替え画用のビデオデータを表示用ビデオデータ
Ｖｄとして出力し、その他の期間は電光変換部２６２の出力ビデオデータを表示用ビデオ
データＶｄとして出力する。
【００９７】
　ここで、所定数のフレーム期間は、少なくとも、色空間変換部２６１における色空間変
換特性の切り替えと電光変換部２６２における電光変化特性の切り替えが終了するまでの
フレーム期間とされる。このように切り替え部２６４で、切り替わりタイミングＳから所
定数のフレーム期間で挿げ替え画用のビデオデータが表示用ビデオデータＶｄとして選択
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されることで、色空間変換部２６１や電光変換部２６２における変換特性の切り替え過渡
期に起因する乱れた画の表示が防止され、表示画に発生する違和感を軽減することが可能
となる。
【００９８】
　図１１に示すサービス受信機２００の動作を簡単に説明する。受信部２０２では、サー
ビス送信システム１００から放送波あるいはネットのパケットに載せて送られてくるトラ
ンスポートストリーム（ＭＰＥＧ２トランスポートストリームまたはＭＭＴストリームあ
るいはＩＳＯＢＭＦＦファイル）が受信される。このトランスポートストリームは、コン
テナデコーダ２０３に供給される。コンテナデコーダ２０３では、トランスポートストリ
ームからビデオストリームＶＳが抽出される。
【００９９】
　また、コンテナデコーダ２０３では、トランスポートストリームに挿入されている種々
の情報が抽出され、制御部２０１に送られる。この抽出情報には、ＨＤＲデスクリプタ（
図７参照）も含まれる。制御部２０１では、このＨＤＲデスクリプタの記述に基づいて、
トランスポートストリームに含まれるビデオストリームが持つ伝送ビデオデータＶ１の種
類を示す識別情報が、この伝送ビデオデータＶ１の種類の切り替えタイミングＳより所定
の時間量（β）以上だけ前のタイミングＴで取得される。
【０１００】
　コンテナデコーダ２０３で抽出されたビデオストリームＶＳは、ビデオデコーダ２０４
に供給される。ビデオデコーダ２０４では、ビデオストリームＶＳに対してデコード処理
が施されて、伝送ビデオデータＶ１が得られる。また、ビデオデコーダ２０４では、ビデ
オストリームＶＳから各アクセスユニットに挿入されているパラメータセットやＳＥＩメ
ッセージなどの情報が抽出され、制御部２０１に送られる。
【０１０１】
　この抽出情報には、上述したアクセスユニットのＳＰＳ ＮＡＬユニットのＶＵＩの領
域に挿入されている伝送ビデオデータＶ１が持つ光電変換特性またはその特性に対応した
電光変換特性を示す変換特性情報（transferfunction）やトランスファー・ファンクショ
ン・ＳＥＩメッセージ（図４（ａ）参照）も含まれる。これにより、制御部２０１では、
伝送ビデオデータＶ１の種類を示す識別情報が取得される。
【０１０２】
　また、この抽出情報には、ＥＯＳ　ＮＡＬユニットの抽出情報も含まれる。これにより
、制御部２０１では、このＥＯＳ　ＮＡＬユニットの抽出情報から、ビデオストリームの
切り替えタイミングＳがピクチャ単位の精度で認識される。
【０１０３】
　ビデオデコーダ２０４で得られた伝送ビデオデータＶ１は、ＹＣｂＣｒ/ＲＧＢ変換部
２０５でＹＣｂＣｒ（輝度・色差）ドメインからＲＧＢドメインに変換された後に、ビデ
オ処理部２０６に供給される。このビデオ処理部２０６では、制御部２０１の制御のもと
、伝送ビデオデータＶ１に色空間変換、電光変換、挿げ替え画への置き換えなどの処理が
行われて、表示用ビデオデータＶｄが得られる。この表示用ビデオデータＶｄが図示しな
いモニタに供給されて、画表示が行われる。
【０１０４】
　図１３を参照して、制御部２０１によるビデオ処理部２０６の制御動作について、説明
する。図示の例では、ストリーム切り替えタイミングＳでＳＤＲサービスからＨＤＲサー
ビスに切り替わる例を示している。ストリーム切り替えタイミングＳよりもβだけ前のタ
イミングで、ＨＤＲデスクリプタ（図７参照）が挿入されている。また、ＳＤＲサービス
のビデオストリームの最後にＥＯＳ　ＮＡＬユニットが挿入されている。
【０１０５】
　また、受信ビデオストリームにおいて、アクセスユニット（ＡＵ）のＳＰＳ ＮＡＬユ
ニットのＶＵＩの領域に挿入されている変換特性情報「transferfunction」は、タイミン
グＳ前はＳＤＲの変換特性を示し、タイミングＳ後はＨＤＲの変換特性を示している。
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【０１０６】
　（１）制御部２０１は、トランスポートストリームに挿入されているＨＤＲデスクリプ
タに基づいて、ＳＤＲサービスからＨＤＲサービスへの切り替えが起こるという事前情報
を検知する。
【０１０７】
　（２）制御部２０１は、ビデオストリームの識別情報をチェックする。ここで、制御部
２０１は、ＶＵＩの領域に挿入されている変換特性情報「transferfunction」により、Ｈ
ＤＲ，ＳＤＲの変換タイプを検知する。また、制御部２０１は、ＥＯＳ　ＮＡＬユニット
の挿入情報により、ストリーム切り替えタイミングＳを検知する。制御部２０１は、ＶＵ
Ｉに領域に挿入されている変換特性情報「transferfunction」のチェックを、ＥＯＳ　Ｎ
ＡＬユニットの挿入位置の前と後の両方のタイミングで行う。制御部２０１は、ストリー
ム切り替えタイミングＳを検知したとき、色空間変換や光電変換（ＥＯＴＦ）の変換特性
の切り替えを開始する。なお、制御部２０１における上記の変換特性情報「transferfunc
tion」の認識は、ＶＵＩの代わりにトランスファー・ファンクション・ＳＥＩメッセージ
を参照することによっても可能である。
【０１０８】
　（３）制御部２０１は、少なくとも、変換特性の切り替えを開始してから終了するまで
のフレーム期間（ピクチャ期間）は、デコード画のビデオデータ（電光変換部２６２の出
力ビデオデータ）に代えて、挿げ替え画用のビデオデータを、表示用ビデオデータＶｄと
して出力させる。
【０１０９】
　これにより、ストリーム切り替えタイミングＳまでの期間はデコード画、ストリーム切
り替えタイミングＳから変換特性の切り替えが終了するまでのフレーム期間は挿げ替え画
、さらにその後の期間はデコード画の表示がなされる。図示の例においては、ＥＯＴＦ切
り替え期間がストリーム切り替え後の３フレーム期間に及んでおり、この３フレーム期間
の表示画が挿げ替え画とされている。
【０１１０】
　図１４を参照して、表示切り替えのための情報が受信機における表示切り替え推奨期間
を示す情報とされる第１の方法を採用する場合における、切り替え時の表示画の変化例に
ついて説明する。図示の例では、図１３と同様に、ストリーム切り替えタイミングＳでＳ
ＤＲサービスからＨＤＲサービスに切り替わる例を示している。
【０１１１】
　図示の例では、伝送ビデオデータＶ１は、タイミングＳの前はコンテンツ画の符号化ビ
デオデータであるＳＤＲ伝送ビデオデータであり、タイミングＳの後はコンテンツ画の符
号化ビデオデータであるＨＤＲ伝送ビデオデータである。そして、切り替え後の所定数の
フレーム期間（ピクチャ期間）で、トランスファー・ファンクション・ＳＥＩメッセージ
（図５（ａ）参照）の「alternate_picture_flag」が“１”とされ、受信機における表示
切り替え推奨期間（表示画切り替えＳＥＩの挿入期間）が示されている。
【０１１２】
　図示の例では、受信機における表示切り替え推奨期間は切り替え後の５フレームの期間
とされている。そして、図示の例では、ＥＯＴＦ切り替え期間がストリーム切り替え後の
４フレーム期間に及んでおり、この４フレーム期間の表示画が挿げ替え画とされている。
なお、表示画を挿げ替え画とする期間を、常に、受信機における表示切り替え推奨期間と
等しくすることも考えられる。この場合には、ＥＯＴＦ切り替え期間が受信機によりばら
ついても常に一定期間だけ挿げ替え画の表示が行われることとなる。
【０１１３】
　このように第１の方法を採用する場合には、ストリーム切り替えタイミングＳまでの期
間はデコード画（ＳＤＲコンテンツ画）、ストリーム切り替えタイミングＳから例えば変
換特性の切り替えが終了するまでのフレーム期間は挿げ替え画、さらにその後の期間はコ
ンテンツデコード画（ＨＤＲコンテンツ画）の表示がなされる。図１５は、その場合にお
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ける切り替え時の表示画の変化例を示している。
【０１１４】
　図１６を参照して、表示切り替えのための情報が表示切り替え期間中の受信機表示のた
めの符号化ビデオデータ（切り替え用画の符号化ビデオデータ）とされる第２の方法を採
用する場合における、切り替え時の表示画の変化例について説明する。図示の例では、図
１３と同様に、ストリーム切り替えタイミングＳでＳＤＲサービスからＨＤＲサービスに
切り替わる例を示している。
【０１１５】
　図示の例では、伝送ビデオデータＶ１は、タイミングＳの前はコンテンツ画の符号化ビ
デオデータであるＳＤＲ伝送ビデオデータであり、タイミングＳの後の所定数のフレーム
期間（ピクチャ期間）は、切り替え用画の符号化ビデオデータであり、さらにその後はコ
ンテンツ画の符号化ビデオデータであるＨＤＲ伝送ビデオデータである。図示の例では、
切り替え用画の符号化ビデオデータの期間は切り替え後の５フレームの期間とされている
。そして、図示の例では、ＥＯＴＦ切り替え期間がストリーム切り替え後の４フレーム期
間に及んでおり、この４フレーム期間の表示画が挿げ替え画とされている。
【０１１６】
　このように第２の方法を採用する場合には、ストリーム切り替えタイミングＳまでの期
間はデコード画（ＳＤＲコンテンツ画）、ストリーム切り替えタイミングＳから例えば変
換特性の切り替えが終了するまでのフレーム期間は挿げ替え画、またその後の切り替え用
画の符号化ビデオデータが存在する期間は切り替え用画、さらにその後の期間はデコード
画（ＨＤＲコンテンツ画）の表示がなされる。図１７は、その場合における切り替え時の
表示画の変化例を示している。
【０１１７】
　このように第２の方法を採用する場合、表示用ビデオデータＶｄとして挿げ替え画のビ
デオデータを出力する期間の終了タイミングｔ１が切り替え用画の符号化ビデオデータの
挿入期間の終了タイミングｔ２に一致しないときは、挿げ替え画から切り替え用画に切り
替わった後にデコード画（ＨＤＲコンテンツ画）の表示に移っていく。このときにあって
も、挿げ替え画と切り替え用画との輝度レベルを一致させておくことで、違和感のない表
示が可能となる。具体的には、両者とも、例えば、輝度符号値が“６４”（ この値は１
０ビットで黒レベルを示す）で構成する画とすることで、違和感のない表示が可能となる
。
【０１１８】
　上述したように、図１に示す送受信システム１０において、サービス送信システム１０
０は、ビデオストリームに、このビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す
識別情報を挿入するものである。そのため、受信側において、伝送ビデオデータの種類の
認識が容易に可能となり、伝送ビデオデータの種類の切り替えがあっても伝送ビデオデー
タから表示用ビデオデータを得るためのビデオ処理、例えば電光変換などを適切に行い得
る。
【０１１９】
　また、図１に示す送受信システム１０において、サービス送信システム１００は、第１
の種類の伝送ビデオデータに対応した第１のビデオストリームから第２の種類の伝送ビデ
オデータに対応した第２のビデオストリームに切り替わるとき、第１のビデオストリーム
の最後にＥＯＳ　ＮＡＬユニットを挿入するものである。この場合、ＥＯＳ　ＮＡＬユニ
ットは明示的な切り替え信号として機能し、受信側では第１のビデオストリームから第２
のビデオストリームに切り替わることをより確実に認識（検知）できる。
【０１２０】
　また、図１に示す送受信システム１０において、サービス送信システム１００は、第１
の種類の伝送ビデオデータから第２の種類の伝送ビデオデータに切り替わるとき、ビデオ
ストリームに、表示切り替えのための情報を挿入するものである。そのため、受信側での
表示切り替えの便宜を図ることが可能となる。
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【０１２１】
　例えば、表示切り替えのための情報が受信機における表示切り替え推奨期間を示す情報
である第１の方法を採用する場合、受信側では表示切り替え推奨期間を認識でき、例えば
、当該期間の間に光電変換特性の切り替えを済ませると共に、光電変換特性の切り替えの
間は挿げ替え画のビデオデータを表示用ビデオデータとして出力することで、表示画に発
生する違和感を軽減することが可能となる。
【０１２２】
　また、例えば、表示切り替えのための情報は、表示切り替え期間中の受信機表示のため
の符号化ビデオデータである第２の方法を採用する場合、受信側で光電変換特性の切り替
えを済ませ、表示用ビデオデータを挿げ替え画のビデオデータから光電変換を経たビデオ
データに切り替える場合、光電変換特性の切り替え期間がばらついても一定期間は同じ特
殊パターンの画像、例えば黒画を表示させることが可能となる。
【０１２３】
　また、図１に示す送受信システム１０において、サービス送信システム１００は、コン
テナ（多重化ストリーム）としてのトランスポートストリームに、それに含まれるビデオ
ストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識別情報を、この伝送ビデオデータの種
類の切り替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから切り替え後の伝送
ビデオデータの種類を示すように挿入するものである。そのため、受信側において、切り
替えタイミングより所定の時間量以上だけ前のタイミングから伝送ビデオデータの種類の
切り替えがあること、さらには切り替え後の伝送ビデオデータの種類の把握が可能となり
、伝送ビデオデータの種類の切り替えがあっても伝送ビデオデータから表示用ビデオデー
タを得る表示制御を滞りなくスムーズに行うことが可能となる。
【０１２４】
　また、図１に示す送受信システム１０において、サービス受信機２００は、ビデオスト
リームに挿入されている、このビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識
別情報に基づいて、伝送ビデオデータを処理して表示用ビデオデータを得るものである。
そのため、伝送ビデオデータの種類の切り替えがあっても伝送ビデオデータから表示用ビ
デオデータを得るためのビデオ処理、例えば電光変換などを適切に行い得る。
【０１２５】
　また、図１に示す送受信システム１０において、サービス受信機２００は、第１の種類
の伝送ビデオデータから第２の種類の伝送ビデオデータに切り替わってから少なくとも電
光変換部等の変換特性の切り替えが終了するまでの期間は、挿げ替え画のビデオデータを
表示用ビデオデータとして出力するものである。そのため、変換特性の切り替え過渡期に
起因する乱れた画の表示が防止され、表示画に発生する違和感を軽減することが可能とな
る。
【０１２６】
　＜２．変形例＞
　なお、上述実施の形態においては、サービス送信システム１００およびサービス受信機
２００により構成される送受信システム１０を示したが、本技術を適用し得る送受信シス
テムの構成は、これに限定されるものではない。例えば、サービス受信機２００が、例え
ば、ＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）などのデジタルインタフェース
で接続されたセットトップボックス（ＳＴＢ）およびモニタからなる構成であってもよい
。なお、「ＨＤＭＩ」は、登録商標である。
【０１２７】
　また、本技術は、以下のような構成を取ることもできる。
　（１）所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータを切り替えて得られ
る伝送ビデオデータをエンコードしてビデオストリームを得るエンコード部と、
　上記ビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信する送信部と、
　上記ビデオストリームに、該ビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識
別情報を挿入する識別情報挿入部を備える
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　送信装置。
　（２）上記識別情報は、上記伝送ビデオデータが持つ光電変換特性または該特性に対応
した電光変換特性を示す変換特性情報を含む
　前記（１）に記載の送信装置。
　（３）上記識別情報挿入部は、
　上記変換特性情報を、ＳＰＳ　ＮＡＬユニットの領域および/またはＳＥＩ　ＮＡＬユ
ニットの領域に挿入する
　前記（２）に記載の送信装置。
　（４）第１の種類の伝送ビデオデータに対応した第１のビデオストリームから第２の種
類の伝送ビデオデータに対応した第２のビデオストリームに切り替わるとき、上記第１の
ビデオストリームの最後にＥＯＳ　ＮＡＬユニットを挿入するＮＡＬユニット挿入部をさ
らに備える
　前記（１）から（３）のいずれかに記載の送信装置。
　（５）第１の種類の伝送ビデオデータから第２の種類の伝送ビデオデータに切り替わる
とき、上記ビデオストリームに、表示切り替えのための情報を挿入する表示切り替え情報
挿入部をさらに備える
　前記（１）から（４）のいずれかに記載の送信装置。
　（６）上記表示切り替えのための情報は、受信機における表示切り替え推奨期間を示す
情報である
　前記（５）に記載の送信装置。
　（７）上記表示切り替えのための情報は、表示切り替え期間中の受信機表示のための符
号化ビデオデータである
　前記（５）に記載の送信装置。
　（８）上記識別情報挿入部は、
　上記コンテナに、該コンテナに含まれるビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種
類を示す識別情報を、該伝送ビデオデータの種類の切り替えタイミングより所定の時間量
以上だけ前のタイミングから切り替え後の伝送ビデオデータの種類を示すように挿入する
　前記（１）から（７）のいずれかに記載の送信装置。
　（９）所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータを切り替えて得られ
る伝送ビデオデータをエンコードしてビデオストリームを得るエンコードステップと、
　送信部により、上記ビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信する送
信ステップと、
　上記ビデオストリームに、該ビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識
別情報を挿入する識別情報挿入ステップを有する
　送信方法。
　（１０）ビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを受信する受信部を備え
、
　上記ビデオストリームは、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータ
を切り替えて得られる伝送ビデオデータをエンコードして得られたものであり、
　上記ビデオストリームに、該ビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識
別情報が挿入されており、
　上記ビデオストリームをデコードして伝送ビデオデータを得るデコード部と、
　上記識別情報に基づいて、上記伝送ビデオデータを処理して表示用ビデオデータを得る
ビデオ処理部をさらに備える
　受信装置。
　（１１）上記識別情報は、上記伝送ビデオデータが持つ光電変換特性または該特性に対
応した電光変換特性を示す変換特性情報を含み、
　上記ビデオ処理部は、
　上記伝送ビデオデータに、上記変換特性情報に基づいて電光変換を行う電光変換部を有
する
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　前記（１０）に記載の受信装置。
　（１２）上記ビデオ処理部は、
　挿げ替え画出力部を有し、
　第１の種類の伝送ビデオデータから第２の種類の伝送ビデオデータに切り替わってから
少なくとも上記電光変換部の電光変換特性の切り替えが終了するまでの期間は、上記電光
変換部の出力ビデオデータに代えて上記挿げ替え画出力部の出力ビデオデータを、上記表
示用ビデオデータとして出力する
　前記（１１）に記載の受信装置。
　（１３）受信部により、ビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを受信す
る受信ステップを有し、
　上記ビデオストリームは、所定の光電変換特性を持たせた複数種類の伝送ビデオデータ
を切り替えて得られる伝送ビデオデータをエンコードして得られたものであり、
　上記ビデオストリームに、該ビデオストリームが持つ伝送ビデオデータの種類を示す識
別情報が挿入されており、
　上記ビデオストリームをデコードして伝送ビデオデータを得るデコードステップと、
　上記識別情報に基づいて、上記伝送ビデオデータを処理して表示用ビデオデータを得る
ビデオ処理ステップをさらに有する
　受信方法。
【０１２８】
　本技術の主な特徴は、ビデオストリームに、このビデオストリームが持つ伝送ビデオデ
ータの種類を示す識別情報を挿入することで、受信側において、伝送ビデオデータの種類
の認識が容易に可能となり、伝送ビデオデータの種類の切り替えがあっても伝送ビデオデ
ータから表示用ビデオデータを得るためのビデオ処理、例えば電光変換などを適切に行い
得るようにしたことである（図６、図９参照）。
【符号の説明】
【０１２９】
　１０・・・送受信システム
　１００・・・サービス送信システム
　１０１・・・制御部
　１０２・・・ＨＤＲ光電変換部
　１０３・・・ＳＤＲ光電変換部
　１０４・・・切換スイッチ
　１０５・・・ＲＧＢ/ＹＣｂＣｒ変換部
　１０６・・・ビデオエンコーダ
　１０７・・・コンテナエンコーダ
　１０８・・・送信部
　２００・・・サービス受信機
　２０１・・・制御部
　２０２・・・受信部
　２０３・・・コンテナデコーダ
　２０４・・・ビデオデコーダ
　２０５・・・ＹＣｂＣｒ/ＲＧＢ変換部
　２０６・・・ビデオ処理部
　２６１・・・色空間変換部
　２６２・・・電光変換部
　２６３・・・挿げ替え画出力部
　２６４・・・切り替え部
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【図１５】 【図１６】
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